
「NPO法人まえばし保育ネットワーク」×「NPO法人あかぎの森のようちえん」
×「前橋市内私立保育園・こども園」×「前橋市環境森林課」

「NPO法人まえばし保育ネットワーク」

HP：https://www.maebashihoikunet.com/

代表：認定こども園相愛館楯保幸

住所：前橋市日吉町二丁目27-28

認定こども園 相愛館内

主たる活動：

①前橋プラザ元気２１の「プレイルーム」の運営

②前橋プラザ元気２１の「親子元気ルーム」の運営

③保育士不足対策事業の実施

④保育に関連する研修等の実施

「NPO法人あかぎの森のようちえん」

HP：https://akagi-moriyou.com

代表：理事長 橳島隼人

住所：伊勢崎市香林町1丁目90-3

主たる活動：

①幼稚園、保育園、こども園向け自然体験活動

プログラムの企画立案・運営

②一般向け自然体験プログラムの実施

③受託事業（学童クラブ、小中学校、等）

④研修事業（講演会、指導員向け研修、等）

「前橋市内私立保育園・こども園」

まえばし保育ネットワークに加盟

している園のうち、希望があった園
（先着16園）

「前橋市環境部 環境森林課」

前橋市役所 粕川支所内

前橋市ぐんま緑の県民基金事務局

【協働における役割】

・「森のようちえん」プログラム参加希望園の

取りまとめ

・園長会にて活動の周知、広報

【協働における役割】

・幼児向け自然体験プログラムの企画、立案

・各園との打ち合わせ、内容調整

・当日のプログラム運営、安全管理

・会場の整備 等

【協働における役割】

・希望するプログラムの検討

・実施に向けての調整

（保護者への連絡、バスの手配等）

・当日の引率、安全管理

【協働における役割】

・緑の県民税 助成金運用 事務作業等

・助成希望団体との調整

・県環境森林部森林局森林保全課との調整

・助成金運用の進捗等管理

協働における相乗効果

園単独では実施しにくい自然体験活動を充足させることができた。保育の側面だけでなく、

環境教育の観点からも学ぶこと、感じることは多かったように思う。郷土教育の一環として

も機能させることができ、地元「赤城山」で過ごすことの楽しさを感じてもらうことができ

たと思う。「森のようちえん」の考え方を用いた保育実践もでき、相互に学びが多かった。

助成金の活用により、園・園児の費用面での負担軽減ができた。取り組んだことがない活

動への後押しとなり、その後の活動継続に有効だったと感じる。

協働の概要

前橋市内の保育園・こども園のネットワークと協働し、希望する園へ「森のようちえん」プログラム

を提供する。各団体の費用面での負担を軽減するため「前橋市ぐんま緑の県民基金」の助成を受け

運営費用に充当している。

幼児向けの自然体験活動は学びも多く楽しい活動ではあるが、リスクも伴うため、専門家が入ること

で安全に活動を行うことを最優先しての取り組みとなった。

実施前には各園の実態やニーズに合わせて綿密な打ち合わせを行い、自然体験活動へのハードルを下げて実施に臨んだ。


